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e-Labe について 

e-Labe は、コンピュータでプリセットデータを作成するラベルデザイン作成ツール e-Labe Designer と、

FX3-LX に登録されたプリセットデータを呼び出すプリセット発行アプリケーション e-Labe Print の 2 つで

構成されています。 

 

 

 

Windows コンピュータにインストールして使用します。コンピュータで印字イメージを確認できる

ので、ラベルデザインを簡単に作成、編集することができます。作成したラベルデータを SAS（SATO 

App Storage）などのサーバ経由や USB 経由で e-Labe Print に登録（プリセット）します。 

 

STD形式と PRO形式について 

e-Labe Designer(Ver.1.3.0.0 以上)では、STD（スタンダード）形式と PRO（プロフェッショナル）形式の

どちらかを選択してレイアウト作成作業に進みます。 

※Ver.1.2.0.0 以下は STD 形式のみとなり、選択画面も表示されません 

 

STD 形式：簡単に 1 アイテム（1 枚）毎にラベルをデザインするのに適しています。 

     Designer の編集用ファイルであるプロジェクトファイルや、Print で読み込む用のフォーマットフ 

ァイルはオレンジベースのアイコンです。 
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PRO 形式：STD 形式で生成されるデータに比べデータ容量が小さい為、サーバ経由でフォーマットのデー 

タダウンロードを行う運用に適しています。また、PRO 形式特有の上位機能も利用可能です。 

Designer の編集用ファイルであるプロジェクトファイルや、Print で読み込む用のフォーマットフ 

ァイルは青ベースのアイコンです。 

 

 

 

 

 

 

  

登録されたデータを e-Labe Print で呼び出し、必要に応じて編集

して発行します。呼び出し方法は 5 種類の中からお選びください。 
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動作環境 

e-Labe Designer は、以下の機器やソフトウェア環境で動作可能です。 

 

項目 動作環境 備考 

OS Windows 10（32 ビット版／64 ビット版） 

Windows 8.1（32 ビット版／64 ビット版） 

Windows 7（32 ビット版／64 ビット版） 

Windows 10/8.1 ではデスクトップ

アプリケーションとして動作しま

す。 

64 ビット版の OS では、WOW64

（Windows On Windows 64）の環

境で動作します。 

CPU 2GHz 以上（デュアルコア以上推奨）  

メモリ 1024MB 以上の RAM  

ハードディスク 1GB 以上の空きスペース .NET Framework インストール済み

の場合は 20MB 

画面解像度 XGA（1024×768）以上 

SXGA（1280×1024）以上推奨 

 

外部ストレージ SATO App Storage TLS1.2 対応 

その他 Adobe Reader 10.1.4 以上 ヘルプファイル表示 
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ご注意 

1. 本ソフトウェアの著作権は、株式会社サトーにあります。 

2. 本ソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

3. 本ソフトウェアおよびマニュアルは、本製品のソフトウェア使用許諾のもとでのみ使用することができます。 

4. 本ソフトウェアおよびマニュアルを使用した結果の影響については、一切責任を負いかねますのでご了承

ください。 

5. 本ソフトウェアの仕様およびマニュアルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。 

 

サトー、SATO ロゴ、FLEQV、e-Labe およびそのロゴは、サトーホールディングス株式会社の商標または登

録商標です。 

 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

 

Android は Google Inc.の商標です。 

 

その他、記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 

例やサンプルで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する商品名、団体名、個人名とは一切関係

がありません。 

 

Copyright© 2018-2020 株式会社サトー 
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準備 

e-Labe Designerをコンピュータにインストールする 

インストール時は、Administrator 権限でログインしてください。 

e-Labe Designer の入手については、弊社ホームページのダウンロードサイトからダウンロードいただくか、

販売店、またはディーラーにお問い合わせください。 

[弊社ホームページダウンロードサイト] 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html 

 

 

1. e-Labe Designer の setup.exe をダブルクリックして、インストーラを起動します。 

 

Microsoft.Net Framework 4.5 がインストールされていない場合、自動で Microsoft のインストー

ラが起動します。画面指示に従ってインストールしてください。 

 

2. ［次へ］をクリックします。 

 

 

3. 「使用許諾契約書」の内容を確認して［同意する］を選び、［次へ］をクリックします。 

使用許諾契約書はソフトウェアの利用について重要な情報を記載しています。必ずご確認ください。 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html
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4. インストール先のフォルダを確認して［次へ］をクリックします。 

インストールフォルダを変更する場合は［参照］をクリックして、インストール先のフォルダを設定

します。 

適用するユーザを限定する場合は、［このユーザーのみ］を選択します。 

「ユーザーアカウント制御」が表示されたら、「許可」または「はい」を選択してください。 
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5. ウィザードに従って操作を進めます。インストール完了の画面が表示されたら［閉じる］をクリックして、

インストールを終了してください。 

 

 

 

 

以上で e-Labe Designer のインストールは完了です。デスクトップにプログラムアイコンが表示されます。 
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e-Labe Designer画面の説明 

e-Labe Designer は、以下の画面構成になっています。 

画面構成内容は、表示の ON/OFF、ウィンドウの移動で変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ ２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

［入力画面］をクリックすると表示が切り替わります。 
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１．メニューバー 

作業中のウィンドウで実行可能なメニューが表示されます。 

２．ツールバー 

よく使う機能をアイコン表示します。 

３．用紙回転ボタン 

用紙を回転させます。 

回転量は 0 度、90 度、180 度、270 度から選べます。 

４．オブジェクトバー 

デザインウィンドウに貼りつけるオブジェクトを選択し、レイアウトを作成します。 

５．デザインウィンドウ 

ラベルのレイアウトデザインをおこなうウィンドウです。一度に 30 までウィンドウを重ねて表示で

きます。 

注意 

同時に多数のウィンドウを開くと、コンピュータの動作が遅くなることがあります。 

６．プロジェクトウィンドウ 

プロジェクト内のファイル（レイアウトのオブジェクトを含む）を表示します。右クリックで各デー

タの操作ができます。 

７．データウィンドウ 

選択中のオブジェクトの詳細を設定します。 

８．入力画面設計ウィンドウ 

e-Labe Print の入力画面の設定を行います。［レイアウト］をクリックするとデザインウィンドウに

戻ります。 
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e-Labe Printを FLEQV FX3-LXにインストールする 

e-Labe Print インストールファイル（eLabePrint_X.X.X.spk）の入手については、弊社ホームページのダウ

ンロードサイトからダウンロードいただくか、販売店、またはディーラーにお問い合わせください。 

[弊社ホームページダウンロードサイト] 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html 

 

1. e-Labe Printの eLabePrint_X.X.X.spk をパソコンにダウンロードします。 

 

2. コンピュータと FX3-LX を USB インタフェースで接続します。 

3. FX3-LX のホーム画面上部を下にスワイプします。 

ステータスバーが表示されます。 

     

4. ホーム画面上部をもう一度下にスワイプします。 

クイック設定パネルが表示されます。 

 

 

5. 「この端末を USB で充電」をタップします。 

スワイプ 

http://www.sato.co.jp/download/manual/printerdriver_utility/fx3-lx.html
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6. 「ファイルを転送する」をタップします。 

 

FX3-LX がコンピュータに認識されます。 

 

7. コンピュータのエクスプローラから「PC」を開き、「デバイスとドライブ」＞「FX3-LX-MX6DL」をダ

ブルクリックします。 

Windows 10 を例にしています。OS によってはメニュー名が異なる場合があります。 

 

 

 

注意 

・ 初めて FX3-LX をコンピュータと接続すると、自動的にドライバのインストールがおこなわれま

す。このため、アイコンが表示されるまで時間がかかる場合があります。 

・ 「FX3-LX-MX6DL」をダブルクリックしても中身が表示されない場合は、手順 2 からやり直し

てください。 

 

8. 「内部共有ストレージ」＞「Download」フォルダを選びます。 
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9. インストールファイルを「Download」フォルダにコピーします。 

    

 

10. FX3-LX のホーム画面の「アップデータ」アイコンをタップします。 

 

 

 

11. 「eLabePrint_X.X.X.spk」にチェックを付け、「インストール」をタップします。 

 

12. インストール画面が表示されたら、「インストール」をタップします。 
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13. 完了画面が出たら、「完了」をタップし、FX3-LXの「  」ボタンを押してホーム画面に戻ります。 

 

 

以上で、e-Labe Print のインストールは完了です。ホーム画面にプログラムアイコンが表示されます。 
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ラベル発行 

ラベル発行の流れ 

e-Labe Designer で作成したラベルフォーマットファイルを FX3-LX に転送し、プリセットデータとして登

録します。 

FX3-LX の e-Labe Print で、登録されたプリセットデータを呼び出して発行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーマットファイル（「F」マーク） 

レイアウト情報をアーカイブしたファイルです。 

FX3-LX の「内部共有ストレージ」＞「SATO」

＞「FormatFiles」フォルダにコピーして読み込

みます。 

プロジェクトファイル（「P」マーク） 

レイアウトデータを管理するためのファ

イルです。 
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e-Labe Designerを使って発行レイアウトを作成する 

プロジェクトを作成する 

「プロジェクト」は、e-Labe Designer で作成したデータの管理単位です。 

プロジェクトを新規作成する概要を説明します。詳しくは、Help をご覧ください。 

 

１．デスクトップの e-Labe Designer アイコンをダブルクリックします。 

e-Labe Designer が起動します。 

２．プロジェクト選択画面で［新規作成］または［参照］を選択します。 

ここでは例として［新規作成］を選びます。既存のプロジェクトがある場合は［参照］をクリックし

て、プロジェクトファイル（拡張子「.seproz」）ファイルを選択してください。 

 

 

３．プロジェクト種類の選択画面で[STD 形式：基本レイアウト/発行レイアウト用プロジェクト]、[発行レ

イアウト]を選択し、[次へ]をクリックします。 
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４．用紙設定（用紙種類、センサタイプ、サイズ）をおこない、［OK］をクリックします。 

  

 

ラベルのデザイン画面が開きます。 

 

 

５．プロジェクトに名前を付けて保存します。 

 

指定した場所に拡張子「.seproz」のファイルが保存されます。 
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６．呼出しデータ（レイアウト）に名前を付けます。 

プロジェクトウィンドウの「レイアウト」を選びます。新規作成時は「レイアウト１」などが設定さ

れています。 

「呼出しデータ名」と「呼出し No.」を入力します。 

呼出し No.は、e-Labe Print のナンバー発行画面でアイテムを呼び出すキーになります。 
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発行レイアウトを作成する 

e-Labe Designer で作成するラベルデザインの概要を説明します。 

 

文字を貼り付ける 

オブジェクトバーの［文字列］を選択し、ラベルイメージをクリックしてオブジェクトを貼り付けます。 

     

 

 

オブジェクトの詳細設定をおこないます。 

 

  

ここでは例として以下のように設定します。 

・ 項目名に「商品名」を入力します。 

・ 入力方法は「固定」を選択します。 

・ データに「生チョコレート」を入力します。 

文字オブジェクトは、マウスでド

ラッグして位置を移動できます。 
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バーコードを貼り付ける 

オブジェクトバーの［バーコード］を選択し、ラベルイメージをクリックしてオブジェクトを貼り付けます。 

     

 

 

オブジェクトの詳細設定をおこないます。 

 

  

バーコードオブジェクトは、マウ

スでドラッグして位置、サイズ

（倍率）を変更できます。 

ここでは例として以下のように設定します。 

・ 項目名に「バーコード」を入力します。 

・ 入力方法は「固定」を選択します。 

・ データに「491234567890」を入力します。 

・ 高さを「10mm」に設定します。 

 

「C/D 自動付加」にチェックを入れると、入力した

値の最終桁にチェックデジットが自動的に付加され

ます。 



ラベル発行 

21 

税込価格を貼り付けます。 

オブジェクトバーの［価格］を選択し、ラベルイメージをクリックしてオブジェクトを貼り付けます。 

     

 

 

オブジェクトの詳細設定をおこないます。 

 

  

価格オブジェクトは、マウスでド

ラッグして位置を移動できます。 

ここでは例として以下のように設定します。 

・ 項目名に「価格」を入力します。 

・ 入力方法は「発行時(データ)」を選択します。 

・ フォントは「プリンタ_価格文字(24x36)」を選

択します。 
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日時を貼り付けます。 

オブジェクトバーの［日時］を選択し、ラベルイメージをクリックしてオブジェクトを貼り付けます。 

     

 

 

オブジェクトの詳細設定をおこないます。 

 

  

日時オブジェクトは、マウスでド

ラッグして位置を移動できます。 

ここでは例として以下のように設定します。 

・ 項目名に「消費期限」を入力します。 

・ 入力方法は「加算あり」を選択し、「１日」を設

定します。 

・ フォントは「プリンタ_漢字(32x32)”8pt 相当”」

を選択します。 

・ 日付書式は「2020 年 4 月 １日」を選択します。 
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固定グラフィックを貼り付けます。 

オブジェクトバーの［固定グラフィック］を選択し、ラベルイメージをクリックしてオブジェクトを貼り付け

ます。 

     

 

 

オブジェクトの詳細設定をおこないます。 

 

 

プロジェクトを保存します。 

作成したプロジェクトをすぐに転送する場合は、必ず「ファイル」＞「プロジェクト 上書き保存」

で保存してください。 

  

固定グラフィックオブジェクト

は、マウスでドラッグして位置を

移動できます。 

ここでは例として以下のように設定します。 

・ 項目名に「固定グラフィック」を入力します。 

・ グラフィックス指定方法は「埋め込みグラフィッ

ク」を選択し、「選択」から貼り付けるグラフィ

ックを選択します。 

・ 必要に応じて、サイズで「倍率指定」を設定しま

す。 
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フォーマットファイルをエクスポートする 

e-Labe Designer で作成したラベルの発行レイアウトを、呼出しデータとして出力します。 

 

1. ツールバーの「データ出力」ボタンをクリックします。 

メニューバーの「ファイル」＞「データ出力」でも、同様の操作ができます。 

 

「出力対象選択」画面が表示されます。 

 

2. 出力先[デバイスとドライブ]を選択し、出力するデータにチェックを入れて、［OK］をクリックします。 

 

 

注意 

基本レイアウト、プリセットデータ、グラフィックデータ、外字データは、データ出力選択の対象に

なりません。 

基本レイアウトとプリセットデータ、ならびにグラフィックデータと外字データは、発行レイアウト

のオブジェクトとして出力データに含まれます。 

 

・ 「全選択」をクリックすると、プロジェク

ト内の全データを出力します。 

・ 「差分のみ」をチェックすると、変更され

たデータのみ出力するため、高速で出力が

できます。 
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3. 出力先を選びます。 

 

 

4. データ出力が完了するとメッセージが表示されます。［OK］をクリックします。 

 

 

指定した場所にフォーマットファイル（「F」マークのアイコン、拡張子「.sefmtz」）が作成されます。 

 

  



ラベル発行 

26 

フォーマットファイルを USBケーブル経由で FX3-LXにコピーする 

1. コンピュータと FX3-LX を USB インタフェースで接続します。 

2. FX3-LX のホーム画面上部を下にスワイプします。 

ステータスバーが表示されます。 

     

3. ホーム画面上部をもう一度下にスワイプします。 

クイック設定パネルが表示されます。 

 

4. 「この端末を USB で充電」をタップします。 

5. 「ファイルを転送する」をタップします。 

 

FX3-LX がコンピュータに認識されます。 

 

6. コンピュータのエクスプローラから「PC」を開き、「デバイスとドライブ」＞「FX3-LX-MX6DL」をダ

ブルクリックします。 

Windows 10 を例にしています。OS によってはメニュー名が異なる場合があります。 

スワイプ 
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注意 

・ 初めて FX3-LX をコンピュータと接続すると、自動的にドライバのインストールがおこなわれま

す。このため、アイコンが表示されるまで時間がかかる場合があります。 

・ 「FX3-LX-MX6DL」をダブルクリックしても中身が表示されない場合は、手順 2 からやり直し

てください。 

 

7. 「内部共有ストレージ」＞「SATO」＞「FormatFiles」フォルダを選びます。 

     

注意 

・ 「SATO」＞「FormatFiles」フォルダがない場合は、手動で作成してください。 

 

8. フォーマットファイルを「FormatFiles」フォルダにコピーします。 

    

 

以上で、FX3-LX への登録（プリセット）は完了です。 

 

注意 

必ずフォーマットファイルをコピーしてください。プロジェクトファイルは e-Labe Print で読み込むことが

できません。 

フォーマットファイルは「F」マークのアイコンで拡張子「.sefmtz」、「.pefmtz」のファイルです。 
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e-Labe Printを使ってラベルを発行する 

フォーマットファイルを読み込む 

1. FX3-LX のホーム画面で［SATO e-Labe Print］をタップします。 

 

e-Labe Print が起動します。 

2. （メニュー）をタップします。 

 

 

注意 

発行画面では （メニュー）は表示されません。 をタップして前の画面に戻ってください。 
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3. （フォーマットファイル選択）をタップします。 

 

 

4. コピーしたフォーマットファイル名をタップします。 

 

選択したフォーマットファイルが、e-Labe Print に読み込まれます。 

（フォーマットファイル選択）フィールドに、読み込んだフォーマットファイル名が表示されて

いることを確認してください。  
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アイテムを選ぶ 

さまざまな検索方法で、発行したいアイテムをすばやく呼び出せます。 

呼び出し方法はナンバー発行、グループ発行、キーワード発行、バーコード発行、履歴発行の 5 種類があります。 

ナンバー発行 

e-Labe Designer で設定した呼出し No.を入力して、アイテムを呼び出します。 

1. （メニュー）をタップします。 

2. メニューから［ ナンバー発行］を選びます。 

 

ナンバー発行画面が表示されます。 

 

3. ソフトウェアキーボードを使って、呼出し No.を入力します。 

 

入力した呼出し No.のアイテムが表示されます。 

［＜］［＞］をタップして、アイテムを番号順に表示することもできます。 
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4. 発行したいアイテムが表示されたら［確定］をタップします。 

選択したアイテムの発行画面が表示されます。 
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グループ発行 

グループ単位でアイテムを絞り込み、呼び出します。グループは 3 階層まで設定できます。 

あらかじめ e-Labe Designer でグループ設定をおこなう必要があります。 

1. （メニュー）をタップします。 

2. メニューから［ グループ発行］を選びます。 

 

 

グループ発行画面が表示されます。 

設定メニューの［グループの絞り込み方法］の設定によって、表示される画面が異なります。 

3. グループからアイテムを絞り込みます。 

ドロップダウン選択の場合 

ドロップダウンリストからグループを選びます。グループに含まれるアイテムが表示されます。 

［（すべて）］をタップすると、下の階層のグループのドロップダウンリストが表示されます。この操

作を繰り返してアイテムを絞り込みます。 
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ここでは例として［青果］を選びます。さらに［（すべて）］＞［果物］をタップすると、［果物］グ

ループに含まれるアイテムが表示されます。 
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順次選択の場合 

大分類＞中分類＞小分類の順にグループ名をタップして絞り込みます。 

 

 

 

 

 

 

ここでは例として大分類［青果］を選びます。さらに中分類［果物］＞小分類［その他］をタップす

ると、［その他］グループに含まれるアイテムが表示されます。 

大分類、中分類の画面で［（すべて）］をタップすると、大分類または中分類に含まれるアイテムすべ

てが表示されます。 

4. 発行したいアイテムをタップします。 

選択したアイテムの発行画面が表示されます。 
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キーワード発行 

商品名などのキーワードで検索して、アイテムを呼び出します。 

部分一致で検索するため、入力した文字が呼出しデータ名のどこかに含まれていれば検索対象となります。複

数のアイテムがヒットした場合は、候補が一覧表示されます。 

1. （メニュー）をタップします。 

2. メニューから［ キーワード発行］を選びます。 

 

キーワード発行画面が表示されます。 

 

 

 

3. ソフトウェアキーボードを使って検索ワードを入力します。 

ソフトウェアキーボードを使用した入力方法について詳しくは、FX3-LX取扱説明書をご覧ください。  
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検索結果は入力内容に応じて絞り込まれます。 

     

 

4. 発行したいアイテムをタップします。 

選択したアイテムの発行画面が表示されます。 
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バーコード発行 

呼出し No.に対応したバーコードをバーコードスキャナで読み取って呼び出します。 

現在対応しているバーコードスキャナは、DENSO「SH1」です。 

あらかじめ e-Labe Designer で呼出し No.とバーコードの紐づけをおこなっておく必要があります。 

1. （メニュー）をタップします。 

2. メニューから［ バーコード発行］を選びます。 

 

 

バーコード発行画面が表示されます。 

 

3. バーコードを読み取ります。 

読み取ったアイテムの発行画面が表示されます。 
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バーコードスキャナが使用できない場合 

1. 手順 2 で［テンキーで入力］をタップして、入力画面を表示させます。 

2. バーコードの番号を入力します。 

検索結果は入力内容に応じて絞り込まれます。 

     

 

3. アイテムをタップします。 

選択したアイテムの発行画面が表示されます。 
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履歴発行 

直近で発行したアイテムの一覧から呼び出します。よく使うアイテムを探すのに便利です。 

1. （メニュー）をタップします。 

2. メニューから［ 履歴発行］を選びます。 

 

 

履歴発行画面が表示されます。 

 

 

3. 発行したいアイテムをタップします。 

選択したアイテムの発行画面が表示されます。 
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アイテムを編集する 

発行画面で、印字情報を必要に応じて修正できます。 

 

 

1. 発行画面で、編集したい項目のフィールドをタップします。 

入力画面が表示されます。 

2. ソフトウェアキーボードを使って入力します。 

ソフトウェアキーボードを使用した入力方法について詳しくは、FX3-LX取扱説明書をご覧ください。 

ここでは例として原材料名を変更します。 
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3. 編集が完了したら［ 確定］をタップします。 

発行画面に戻ります。e-Labe Print 上で変更した項目は緑色で表示されます。 
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注意 

・ 設定メニューで［アイテム選択時に即時発行］をオンにしている場合は、アイテムの編集はでき

ません。 

・ 編集が必要な項目は、発行画面ではピンク色で表示されます。これらの項目を編集するまで、発

行をおこなうことはできません。 
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プレビューを確認する 

発行画面で［ プレビュー］をタップします。 

     

「プレビューを生成しています…」のメッセージが表示され、プレビューが原寸大で表示されます。 

 

プレビューを大きな画面で表示したい場合 

1. 発行枚数フィールドをタップするごとに、テンキーの表示、非表示が切り替わります。 

 

 

プレビューの向きを変更したい場合 

1. プレビュー画面左上の[ 表示回転]を１回タップし、９０度回転させます。 

タップする度に半時計回りに９０度ずつ回転します。 



ラベル発行 

44 

 

 

 

 

プレビューの大きさを変更したい場合 

1. プレビュー表示を１回タップするごとに表示の大きさが切り替わります。 

 

 

      【実寸大】 

                               

【幅いっぱい】 

                                       【高さいっぱい】 

注意 

プレビューボタンが表示されない場合は、以下をご確認ください。 

・設定メニューの［プレビュー機能を使用］の設定がオフになっている 

 →オンに変更してください 

・e-Labe Print のバージョンが、Ver.1.1.0 以下である 
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 →Ver.1.2.0 以上をご利用ください 

ラベルを発行する 

発行画面で発行枚数を入力して［ 発行］をタップします。 

     

「フォーマットを発行しています…」のメッセージが表示され、ラベルが発行されます。 

 

注意 

FX3-LX がオフラインの場合は、オンラインに切り替わるまで発行されません。 

Sato コントロールバーで［オンライン］をタップして、オンライン状態に切替えます。 

 

 

Sato コントロールバーが表示されていない場合は、ホーム画面の［SatoControl］をタップします。 

詳しくは、FX3-LX の取扱説明書をご覧ください。 
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データ連携処理 

データ連携処理の流れ 

e-Labe Designer で作成したフォーマットファイルや e-Labe Print の設定情報ファイルをサーバにアップロ

ードし、FX3-LX にダウンロードします。アップロード処理が有効な場合は、FX3-LX 内に蓄積された発行履

歴ファイルやログファイルをサーバにアップロードします。 

サーバだけでなく、USB メモリに保存したフォーマットファイルを連携することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※PRO 形式だけでなく、STD 形式のファイルもデータ連携可能です 

 

 

 

WebDAV

（HTTP） 

SAS 
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サーバ（SATO App Storage）とデータ連携 

e-Labe Designer を使って PRO形式のフォーマットファイルを作成し、サーバにデータ

をアップロードする 

プロジェクトを作成する 

PRO 形式のプロジェクトを新規作成する概要を説明します。詳しくは、Help をご覧ください。 

 

1. デスクトップの e-Labe Designer アイコンをダブルクリックします。 

e-Labe Designer が起動します。 

2. プロジェクト選択画面で［新規作成］または［参照］を選択します。 

ここでは例として［新規作成］を選びます。既存のプロジェクトがある場合は［参照］をクリックし

て、プロジェクトファイル（拡張子「.peproz」）ファイルを選択してください。 

 

 

3. プロジェクト種類の選択画面で[PRO 形式：呼出しテーブル用プロジェクト]を選択し、[次へ]をクリッ

クします。 
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4. 用紙設定（用紙種類、センサタイプ、サイズ）をおこない、［OK］をクリックします。 

  

 

ラベルのデザイン画面が開きます。 

 

 

5. プロジェクトに名前を付けて保存します。 

 

指定した場所に拡張子「.peproz」のファイルが保存されます。 
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6. レイアウトに名前を付けます。 

プロジェクトウィンドウの「レイアウト」を選びます。新規作成時は「レイアウト１」などが設定さ

れています。 

「レイアウト名」と「レイアウト No.」を入力します。 

レイアウト No.は、呼出しテーブルでアイテム登録時、レイアウトを紐づけるキーになります。 

 

 

7. レイアウトを作成します。 

オブジェクトを配置してレイアウトを作成します。 

レイアウトの細かな作成方法は[ラベル発行]＞[e-Labe Designer を使って発行レイアウトを作成する]＞[発

行レイアウトを作成する]の章を参照して作成してください。 
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データセット項目の設定をおこなう 

呼出しテーブルでデータ登録をするオブジェクトを[データセット]に設定する概要を説明します。 

 

1. 作成したレイアウトを開き、文字列オブジェクト「商品名」をクリックします。 

2. データウィンドウの[データセット]チェックボックスにチェックを入れます。 

 

3. [データセット]の下のコンボボックスで[（新規）...]を選択します。 

4. [呼出しテーブル定義に項目名を追加しますか？]ダイアログが表示されるので[はい]をクリックします。 

 

 

 

[商品名]がデータセット項目としてセットされます。 

5. [データ桁数]を 20 桁に変更します。 

 

6. バーコードオブジェクト「バーコード」をクリックし、同様に[データセット]項目の設定をおこないます。 

  ※バーコードオブジェクトは桁数の変更は不要です 
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呼出しテーブルを登録して SATO App Storageにフォーマットファイルをアップロードする 

呼出しテーブルを登録し SATO App Storage にデータをアップロードする概要を説明します。 

 

1. 呼出しテーブルを右クリックし、[定義]をクリックします。 

 

呼出しテーブルデータ定義画面が開きます。 

2. [商品名]の桁数を 20 桁に変更して、[閉じる]をクリックします。 

 

変更確認ダイアログが表示されますので[はい]をクリックします。 

 

3. 呼出しテーブルをダブルクリックします。 

 

呼出しテーブル登録画面が開きます。 

 

 



データ連携処理 

52 

4. [呼出し No.][呼出し名][レイアウト指定][商品名][バーコード]に値をセットし、[閉じる]をクリックし

ます。 

[レイアウト指定]には、レイアウト作成時に指定した[レイアウト No.]を入力します。 

 

変更確認ダイアログが表示されますので[はい]をクリックします。 

5. [データ出力]をクリックし、出力先を[SAS]に指定して[OK]をクリックします。 

 

SAS 接続先確認画面が表示されます。 

6. [編集]をクリックします。 

 

SAS 接続設定画面が表示されます。 
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7. [SAS]タブ画面で[アドレス][会社 ID][ログイン ID][パスワード]を入力し[OK]をクリックします。 

アドレス、会社 ID 等は販売店から払い出されたものを入力ください。 

[接続テスト]をクリックすると、入力した情報で接続確認がおこなえます。 

 

SAS 接続先確認画面に戻ります。 

 

注意 

フォルダは任意項目です。SATO App Storage にアップロードするファイルを、グループ別に分

けたい場合に利用します。e-Labe Print で受信時も、そのフォルダを指定することでフォルダ

以下のファイルをダウンロード可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SATO App Storage 

FormatFiles 

Settings 

Logs 

Histories 

エリア A 

FormatFiles 

Settings 

Logs 

Histories 
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8. [OK]をクリックし、SATO App Storageにフォーマットファイルをアップロードします。 

 

アップロードが完了すると、データ出力の完了メッセージが表示されます。 
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e-Labe Print でデータ連携をおこなう 

e-Labe Print でサーバとデータを連携する概要を説明します。 

データ連携の設定をおこなう 

e-Labe Print の設定メニューでデータ連携用の設定について概要を説明します。 

1. FX3-LX のホーム画面で［SATO e-Labe Print］をタップします。 

 

e-Labe Print が起動します。 

2. （メニュー）をタップします。 

 

 

注意 

発行画面では （メニュー）は表示されません。 をタップして前の画面に戻ってください。 
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3. ［ 設定］をタップします。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力します。 

 

4. 設定メニュー画面が表示されます。 

 

 

5. [外部ストレージ連携管理]をタップします。 

 

6. [外部ストレージ連携]を「オン」にします。 

 

設定項目が有効になります。 

 

7. [ストレージ選択]をタップし、[SAS（SATO App Storage）]を選択します。 
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8. [接続設定]をタップします。 

SAS 接続設定画面が開きます。 

 

9. [アドレス]をタップし、アドレスに間違いが無いか確認します。 

 

注意 

SATO App Storage のアドレスは、あらかじめ入力されています。販売元から払い出されたアドレスと違いが

無いか確認してください。 

 

10. [会社 ID]をタップし、必要事項を入力します。[ログイン ID][パスワード]も同様に入力します。 

販売元から払い出された情報を元に入力してください。 

 

 

11. [接続テスト]をタップします。 

接続テストが失敗した場合は入力したアドレスや ID に間違いが無いか確認を行ってください。 

 

注意 

ネットワークの環境によってはプロキシの設定が必要となります。 
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プロキシの設定をおこなう場合は、[SAS 接続設定]画面の をタップし外部ストレージ連携管理

画面に戻り、[プロキシ設定]をタップしてプロキシのアドレス、ポート等の設定をおこなってくださ

い。 
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データ連携をおこなう 

1. （メニュー）をタップします。 

 

 

注意 

設定画面では （メニュー）は表示されません。 をタップして前の画面に戻ってください。 

 

2. [ データ更新]をタップします。 

 

データ更新画面が開きます。 
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3. [OK]をタップして、データ連携処理を実行します。 

 

 

 

4. データ更新のプログレスが表示され、更新が実行されます。 

 

 

 

5. （メニュー）をタップします 

 

6. （フォーマットファイル選択）をタップします。 
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7. ダウンロードしたフォーマットファイル名をタップします。 

 

選択したフォーマットファイルが、e-Labe Print に読み込まれます。 

 

注意 

STD 形式と PRO 形式のフォーマットファイルが混在する場合は、それぞれの形式別に表示します。 
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USBメモリとデータ連携  

本章では、作成したフォーマットを USB メモリに出力し、USB メモリから FX3-LX にコピーする手順を説明

します。 

e-Labe Designer を使ってフォーマットデータや商品マスタを登録する操作方法については、以下のページを

参照してください。 

 

STD 形式：e-Labe Designer を使って発行レイアウトを作成する 

PRO 形式：e-Labe Designer を使って PRO 形式のフォーマットファイルを作成し、サーバにデータをアップ

ロードする 

 

e-Labe Designer から USBメモリにフォーマットファイルを出力する 

USB メモリの準備をおこなう 

1. USB メモリをパソコンに挿します。 

2. デスクトップ等にあるコンピュータを開き USB メモリを右クリックープロパティをクリックします。 

 

3. プロパティ画面のファイルシステムが FAT32かどうかを確認します。 

プロパティ画面のファイルシステムが FAT32 かどうかを確認します。 

FAT32 だった場合は次の手順は不要です。 

 

 

4. 再度 USB メモリの上で右クリックし、フォーマットをクリックします。 

フォーマット画面が開きます。 

注意 

・フォーマットを実行すると、USB メモリ内のすべてのデータが削除されます。 

 必要なデータは退避してください。 
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3. ファイルシステムを「FAT32」に指定し、開始をクリックします。 

 

4. USB メモリを PC に挿し、以下のフォルダ構成で USB メモリ直下にフォルダを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

・フォルダ名は大文字小文字を区別しますので、フォルダ作成時にはご注意ください。 

Designer から USB メモリにデータを出力する 

1. e-Labe Designer でプロジェクトファイルを開きます。 

 

2. ツールバーの「データ出力」ボタンをクリックします。 

メニューバーの「ファイル」＞「データ出力」でも、同様の操作ができます。 

 

「出力対象選択」画面が表示されます。 

 

SATO 

FormatFiles 

Histories 

Logs 

 

Settings 
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3. 出力先[デバイスとドライブ]を選択し、出力するデータにチェックを入れて、［OK］をクリックします。 

 

4. 出力先に USB メモリを選び、作成しておいた SATO>FormatFiles フォルダを指定し[保存]をクリック

します。 

 

 

5. データ出力が完了するとメッセージが表示されます。［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

・ 「全選択」をクリックすると、プロジェク

ト内の全データを出力します。 

・ 「差分のみ」をチェックすると、変更され

たデータのみ出力するため、高速で出力が

できます。 
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6. USB メモリの SATO>FormatFiles フォルダをダブルクリックします。 

FormatFiles フォルダが開きます。フォーマットが出力されていることを確認します。 
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e-Labe Print で USBメモリとデータ連携をおこなう 

データ連携の設定をおこなう 

e-Labe Print の設定メニューでデータ連携用の設定について概要を説明します。 

1. FX3-LX のホーム画面で［SATO e-Labe Print］をタップします。 

 

e-Labe Print が起動します。 

2. （メニュー）をタップします。 

 

 

注意 

発行画面では （メニュー）は表示されません。 をタップして前の画面に戻ってください。 
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3. ［ 設定］をタップします。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力します。 

 

4. 設定メニュー画面が表示されます。 

 

 

12. [外部ストレージ連携管理]をタップします。 

 

13. [外部ストレージ連携]を「オン」にします。 

 

設定項目が有効になります。 

 

14. [ストレージ選択]をタップし、[USB ストレージ）]を選択します。 
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15. USB メモリを PC から外し、FX3-LXの USB ポートに挿しこみます。 

 

 

 

16. USB デバイスへのアクセス許可確認ダイアログが表示されます。「この USB デバイスにデフォルトで使

用する」に✔を入れ[OK]をタップします。 

 

 

注意 

・間違えてキャンセルを選択しても、データ更新を実行時に再度ダイアログが表示されますので OK

をしてください。 
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データ連携をおこなう 

1. （メニュー）をタップします。 

 

 

注意 

設定画面では （メニュー）は表示されません。 をタップして前の画面に戻ってください。 

 

 

2. [ データ更新]をタップします。 

 

データ更新画面が開きます。 
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3. [OK]をタップして、データ連携処理を実行します。 

 

 

注意 

USB デバイスへのアクセス許可ダイアログが表示された場合は、[OK]を選択してください。 

 

4. データ更新のプログレスが表示され、更新が実行されます。 

 

 

 

5. （メニュー）をタップします 
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6. （フォーマットファイル選択）をタップします。 

 

7. ダウンロードしたフォーマットファイル名をタップします。 

 

 

選択したフォーマットファイルが、e-Labe Print に読み込まれます。 

 

注意 

STD 形式と PRO 形式のフォーマットファイルが混在する場合は、それぞれの形式別に表示します。 
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e-Labe Print の設定メニュー 

設定メニューを使用して、e-Labe Print の各種設定をおこないます。 

設定メニューを表示する 

1. （メニュー）をタップします。 

2. ［ 設定］をタップします。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力します。 

3. 設定メニュー画面が表示されます。 

 

 

注意 

発行画面では （メニュー）は表示されません。 をタップして前の画面に戻ってください。 
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マスター編集 

メニュー 詳細 初期値 

端末 No. 端末 No.を設定します。入力画面が開きます。 － 

[店名テーブル（0 番）]  

店名 店名テーブルに 0 番を入力時に参照する店舗の店名を

設定します。（最大桁数 60 桁） 

－ 

住所 店名テーブルに 0 番を入力時に参照する店舗の住所を

設定します。（最大桁数 100 桁） 

－ 

電話番号 店名テーブルに 0 番を入力時に参照する店舗の電話番

号を設定します。（最大桁数 80 桁） 

－ 

メモ 店名テーブルに 0 番を入力時に参照する店舗のメモを

設定します。（最大桁数 80 桁） 

－ 

 

操作設定 

メニュー 詳細 初期値 

アイテム選択、入力完

了時に即時発行 

即時発行のオン／オフを切り替えます。 

オン 

アイテムを選ぶ、または[入力項目を順次表示]

がオンの場合最後の入力画面を確定すると即

時発行します。 

オフ 

アイテムを選ぶ、また[入力項目を順次表示]

がオンの場合最後の入力画面を確定すると発

行画面を表示します。 

オフ 

発行前に確認画面を表

示 

即時発行する場合に確認画面を表示するかどうかを設

定します。［アイテム選択時に即時発行］がオンの場合

のみ設定できます。 

オン 

確認画面を表示します。 

オフ 

確認画面を表示せずに発行します。 

オフ 

入力項目を順次表示 アイテムを選んだときに入力項目を表示するか、発行

画面を表示するかを設定します。 

オフ 
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オン 

アイテム選択時に項目の入力画面を順番に表

示します。すべての入力画面を確定すると、

発行画面を表示します。 

オフ 

アイテム選択時に発行画面を表示します。 

発行後の戻り先を指定 ラベル発行後にアイテム選択画面に戻るか、発行画面

に戻るかを設定します。 

アイテム選択画面 

アイテム選択画面に戻ります。 

発行画面 

発行画面に戻ります。 

[アイテム選択、入力完了時に即時発行]がオン

の場合、この選択肢は表示されません。 

順次入力の先頭画面 

順次入力の先頭画面に戻ります。 

[入力項目を順次表示]がオンの場合、この選択

肢が表示されます。 

アイテム選択画面 

発行後に編集データの

破棄を確認 

発行後に発行画面からアイテム選択画面に戻る際、編

集データを破棄して良いかの確認ダイアログを表示す

るかを設定します。 

［発行後の戻り先を指定］が発行画面の場合のみ設定

できます。 

オン 

アイテム画面に戻る際に確認ダイアログを表

示します。 

オフ 

アイテム画面に戻る際に確認ダイアログを表

示しません。 

オン 

発行枚数キーボードの

デフォルト表示 

発行画面でソフトウェアキーボードをあらかじめ表示

しておくかどうかを設定します。 

オン 

ソフトウェアキーボードを表示します。 

オフ 

発行枚数フィールドをタップすると、ソフト

オン 
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ウェアキーボードを表示します。 

SATO Control の条件

表示 

FX3-LX の機能である[SATO Control]を、指定の発行

枚数以上の場合のみ表示するかどうかを設定します。 

オン 

[表示条件]で指定した発行枚数以上の場合の

み SATO Control を表示します。※ 

オフ 

[SATO Control]の表示設定に基づいて表示し

ます。 

※本機能を使用するには、SATO Control 設定で[表

示]設定を[マニュアル]にする必要があります。 

 

オフ 

表示条件 SATO Control を表示する条件として 1～9999 から発

行枚数を指定します。［SATO Control の条件表示］が

オンの場合のみ設定できます。 

1 

SATO Control のショ

ートカット表示 

e-Labe Print の各画面上部に SATO Control を起動す

るためのショートカットを表示するかどうかを設定し

ます。 

オン 

ショートカットを表示します。 

オフ 

ショートカットを表示しません。 

オフ 

枚数カウント表示 発行中に、残発行枚数を画面に表示するかどうかを設

定します。 

オン 

発行中に残発行枚数を表示します。 

オフ 

発行中のメッセージのみを表示します。 

オフ 

基準日付の一時変更許

可 

消費期限の基準となる日付と時刻の変更を許可するか

どうかを設定します。 

オン 

日付と時刻を発行画面で編集できます。 

オフ 

オフ 
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日付と時刻は編集できません。 

一時変更用パスワード 基準日付を変更するためのパスワードを設定します。

［基準日付の一時変更許可］がオンの場合のみ設定可

能です。 

－ 

一時変更の保持期間 変更した基準日付を保持する期間を設定します。 

［基準日付の一時変更許可］がオンの場合のみ設定可

能です。 

１アイテムのみ 

該当のアイテムを選択している間、一時変更

した基準日付を保持します。 

電源を切るまで 

FLEQV FX3-LX の電源を切るまでの間、一時

変更した基準日付を保持します。 

１アイテムのみ 

グループの絞り込み方

法 

グループ発行画面での絞り込み方法を設定します。選

択肢は以下のとおりです。 

ドロップダウン選択 

ドロップダウンリストから選択します。 

順次選択 

順次選択します。 

ドロップダウン選択 

漢字テーブルの表示形

式 

漢字テーブルの選択方法を設定します。選択肢は以下

のとおりです。 

一覧 

一覧から項目を選びます。 

番号入力 

番号を入力して項目を選びます。 

一覧 

グラフィックテーブル

の表示形式 

グラフィックテーブルの選択方法を設定します。選択

肢は以下のとおりです。 

アイコン 

グラフィックのプレビューアイコンを表示し

ます。 

一覧 

一覧から項目を選びます。 

番号入力 

番号を入力して項目を選びます。 

アイコン 

価格項目の未入力許可 価格項目の未入力を許可するかどうかを設定します。 オフ 
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オン 

未入力を許可します。 

オフ 

未入力を許可しません。 

発行履歴 発行履歴を記録するかどうかを設定します。 

オン 

発行履歴を記録します。 

オフ 

発行履歴を記録しません。 

オフ 

税設定 消費税計算時に参照する税率や端数処理方法の参照先

を設定します。選択肢は以下のとおりです。 

フォーマット設定値 

Designer で設定した設定値を参照します。 

本体設定値 

Print で設定した設定値を参照します。 

フォーマット設定値 

税率１ 消費税計算時に参照する税率１の値を設定します。 

［税設定］が本体設定値の場合のみ設定可能です。 

10% 

税率２ 消費税計算時に参照する税率２の値を設定します。 

［税設定］が本体設定値の場合のみ設定可能です。 

8% 

端数処理 消費税計算時に参照する端数処理を設定します。 

［税設定］が本体設定値の場合のみ設定可能です。 

切り捨て 

消費税計算の端数を切り捨てます。 

切り上げ 

消費税計算の端数を切り上げます。 

四捨五入 

消費税計算の端数を四捨五入します。 

四捨五入 

プレビュー機能を使用 プレビュー機能を使用するかどうかを設定します。 

オン 

プレビューボタンを表示します。 

オフ 

プレビューボタンを表示しません。 

オフ 

デフォルトでプレビュ

ー画面を表示 

 

プレビュー機能使用時、アイテム選択後に表示する画

面を発行画面にするか、プレビュー画面にするかを設

定します。 

オフ 
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オン 

プレビュー画面を表示します。※ 

オフ 

発行画面を表示します。 

※発行時の入力必須項目がある場合、初期値がセット

されていないとプレビュー表示に失敗します。 

デフォルトの表示サイ

ズ 

プレビュー画面遷移時、デフォルトの表示サイズを指

定します。 

原寸大で表示 

原寸大で表示します。 

画面横幅に合わせて表示 

画面の横幅に合わせて表示します。 

画面高さに合わせて表示 

画面の高さに合わせて表示します。 

原寸大で表示 

デフォルトの表示方向 レイアウトの用紙回転方向を設定します。プレビュー

の向きを e-Labe Designer と合わせることができま

す。レイアウトの頭出し/尻出しは考慮しません。 

０度 

用紙回転が 0°のレイアウトに使用します。 

90 度 

用紙回転が 90°のレイアウトに使用します。 

180 度 

用紙回転が 180°のレイアウトに使用します。 

270 度 

用紙回転が 270°のレイアウトに使用します。 

0 度 

呼出し No.表示 グループ発行などアイテム選択画面や、発行画面の呼

出し No.を表示するかを設定します。 

オン 

呼出し No.を表示します。 

オフ 

呼出し名のみを表示します。 

オン 

呼出し名表示サイズ グループ発行などアイテム選択画面や、発行画面に表

示する呼出し名の表示サイズを指定します。 

標準 

標準サイズで表示します。 

標準 
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大 

標準サイズの約 1.2 倍で表示します。 

※呼出し No.を表示する場合、呼出し名の桁

数によっては途切れる場合があります 

 

特大 

標準サイズの約 1.8 倍で表示します。 

※呼出し名の桁数によっては途切れる場合が

あります 

 

システム管理 

メニュー 詳細 初期値 

フォーマットファイル

自動更新 

前回 e-Labe Print を使用してからフォーマットファイ

ルが変更された場合の動作を設定します。 

オン 

e-Labe Print の画面が切り替わるタイミング

で、フォーマットファイルを自動更新します。 

オフ 

（フォーマットファイル選択）の左に更新

マークを表示します。更新マークをタップす

ると、フォーマットファイルを更新します。 

オン 

設定情報の自動インポ

ート 

FX3-LX のストレージ内「SATO」＞「Settings」フォ

ルダに「eLabePrint.xml」（設定情報ファイル）がある

場合の自動インポート動作を設定します。 

オン 

e-Labe Print の画面が切り替わるタイミング

で、設定情報をインポートし更新します。 

オフ 

自動的にインポートは行いません。インポー

トする場合は[設定情報のインポート]メニュ

ーで行います。 

オフ 
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設定情報のインポート FX3-LX のストレージ内「SATO」＞「Settings」フォ

ルダにある「eLabePrint.xml」（設定情報ファイル）を

インポートします。一部の設定情報のみ記載された差

分ファイルも取込可能です。 

－ 

設定情報のエクスポー

ト 

設定情報をエクスポートします。FX3-LX のストレージ

内「SATO」＞「Settings」フォルダに「eLabePrint.xml」

が保存されます。 

ただし、各種 ID、パスワードはエクスポートされませ

ん。 

－ 

管理者パスワード 設定メニューを表示するためのパスワードを設定しま

す。 

※設定情報エクスポート対象外 

－ 

スタート画面設定 FX3-LX 起動時に、自動的に e-Labe Print も起動する

かどうかを設定します。 

オン 

自動起動します。 

オフ 

自動起動しません。 

オフ 

インテントを入力 自動起動時の画面をインテントで指定します。 

「ショートカット生成モード」を有効にして、表示さ

せたい画面のインテントをコピーしてください。 

未入力の場合はアイテム選択画面を開きます。 

－ 

ショートカット生成モ

ード 

ショートカット生成モードのオン／オフを切り替えま

す。 

オン 

ショートカット生成モードを有効にします。

e-Labe Print の各画面にインテント URI を取

得するための三点アイコンを表示します。ア

イコンをタップするとインテント URI をクリ

ップボードにコピーします。 

オフ 

ショートカット生成モードを無効にします。 

オフ 

メニューカスタマイズ メニューに表示する発行方法、データ処理を設定します。 

オフにした項目はメニューに表示されなくなります。 

ナンバー発行 オン 
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グループ発行 オン 

キーワード発行 オン 

バーコード発行 オン 

履歴発行 オン 

データ更新 

オン 

[外部ストレージ連携管理]メニューの[外部ス

トレージ連携]をオンにすると連動してオン

になります。 

オフ 

[外部ストレージ連携管理]メニューの[外部ス

トレージ連携]をオフにすると連動してオフ

になります。[外部ストレージ連携]がオンで

も、メニューに出したくない場合はオフにし

てください。 

オフ 

配信表示フィルターを

使用 

Designer で指定した「配信開始日／終了日」や「配信

先指定」により表示するアイテムをフィルタリングす

る機能のオン／オフを切り替えます。 

オン 

Designer で指定した条件に基づいて、フィル

タリングしたアイテムのみを表示対象としま

す。 

オフ 

フィルタリングはせずすべてのアイテムを表

示対象とします 

オン 

日付加算の上限下限チ

ェック 

日付加算値の上限下限チェック機能のオン／オフを切

り替えます。 

オン 

Designer で指定した条件に基づいて、チェッ

クを行います。 

オフ 

チェックを行いません。 

オン 

基準日付変更の上限下

限チェック 

基準日付の一時変更範囲の上限下限チェック機能のオ

ン／オフを切り替えます。 

オン 

オン 
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Designer で指定した条件に基づいて、チェッ

クを行います。 

オフ 

チェックを行いません。 

発行履歴ファイル削除 FX3-LX の内部ストレージ「SATO」＞「Histories」フ

ォルダ内の発行履歴ファイルを一括削除します。 

－ 

ログ出力レベルの指定 ログ出力の方法を設定します。 

簡易ログ取得 

Android OS のログ機能を使ってログを出力

します。電源 OFF や時間経過によりログ情報

が削除されます。 

長期ログ取得 

ログ情報をデータベースに保存するため、電

源 OFF 後も保持されます。7 日間分のログを

保持することが可能です。 

簡易ログ出力 

ログ表示 e-Labe Print のログ画面を表示します。 － 

出力先設定 ※本設定は触らないでください  

プロキシ設定 プロキシ設定を行います。 

プロキシを使用する 

オン 

サーバ接続時、プロキシ設定を使用します。 

オフ 

プロキシ設定は使用しません。 

 

オフ 

アドレス 

プロキシサーバーのアドレスを入力します。 

－ 

ポート 

ポート番号を入力します。 

－ 

ユーザ認証を使用する 

オン 

プロキシ使用時にユーザ認証が必要な場合に

選択します。 

オフ 

ユーザ認証は使用しません。 

オフ 

ユーザ名 － 
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ユーザ名を入力します。 

※設定情報エクスポート対象外 

パスワード 

パスワードを入力します。 

※設定情報エクスポート対象外 

－ 

 

 

 

外部ストレージ連携管理 

メニュー 詳細 初期値 

外部ストレージ連携 SATO App Storage (SAS) や WebDAV サーバ、USB

ストレージとデータ連携をするかどうかを設定しま

す。 

オン 

外部サーバやUSBストレージとのデータのダ

ウンロード/アップロードが可能となります。 

オフ 

外部サーバやUSBストレージとのデータのや

りとりは行いません。 

オン 

ストレージ選択 接続するストレージを選択します。 

WebDAV（HTTP） 

WebDAV プ ロ ト コ ル が 実 装 さ れ た

HTTP/HTTPS サーバに接続します。 

SAS（SATO App Storage） 

(株)サトーが提供するクラウドストレージサ

ービス（SATO App Storage）に接続します。 

USB ストレージ 

USB メモリなど USB ストレージに接続しま

す 

USB ストレージ 

接続設定（WebDAV） アドレス 

サーバのアドレスを入力します。 

－ 

ユーザ名 

ログインユーザ名を入力します。 

※設定情報エクスポート対象外 

－ 
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パスワード 

ログインパスワードを入力します。 

※設定情報エクスポート対象外 

－ 

接続テスト 

入力した接続情報で接続テストを行います。 

－ 

接続設定（SAS） アドレス 

SAS のアドレスを入力します。 

https://sato-app-s

torage.com/ 

会社 ID 

会社 ID を入力します。 

－ 

ログイン ID 

ログイン ID を入力します。 

    ※設定情報エクスポート対象外 

－ 

パスワード 

ログインパスワードを入力します。 

※設定情報エクスポート対象外 

－ 

詳細設定 

 -フォルダー名 

特定のフォルダーにアクセスしたい場合にフ

ォルダー名を入力します。 

－ 

接続テスト 

入力した接続情報で接続テストを行います。 

－ 

[連携方式]  

同期トリガー 各種サーバへ接続し、データ連携を行うタイミングを設定します。 

電源起動時 オン 

指定タイミング 

指定時刻 

指定した時刻にサーバへ接続します。 

指定間隔 

指定した間隔ごとにサーバへ接続します。 

オフ 

指定タイミング サーバに接続する時刻や間隔を設定します。 

[同期トリガー]で[指定タイミング]をオンにした場合

に有効になります。 

－ 

同期失敗時の動作 データ連携処理が失敗した際に、発行メニューに遷移

することを許可するかどうかを設定します。 

発行許可 
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発行許可 

データ連携処理失敗時、[データ更新画面]に

[閉じる]ボタンを表示し、発行メニューに遷移

可能とします。 

発行禁止 

データ連携処理失敗時、[再実行]または[設定]

メニューへの遷移のみ可能とします。 

同期リトライ回数 同期失敗時に自動でリトライする回数を 0～3 回の間

で指定します。 

0 回 

同期完了通知 サーバとのデータ連携処理の結果ファイルをサーバに

アップロードするかどうかを設定します。 

オン 

データ連携処理の結果ファイルをサーバにア

ップロードします。 

オフ 

データ連携処理の結果はサーバに通知しませ

ん。 

オフ 

完了通知ファイル名 サーバにアップロードするデータ連携処理の結果ファ

イル名の先頭に付加する値を選択します。［同期完了通

知］がオンの場合のみ設定できます。 

端末 No.を付加 

[マスター編集]メニューの[端末 No.]に設定

した 4 桁の数字をファイル名の先頭に付加し

ます。 

店名テーブル（0 番）の店名情報を付加 

[マスター編集]メニューの「店名テーブル（0

番）―店名」に入力した店名情報をファイル

名の先頭に付加します。 

端末 No. 

連携対象ファイル 各種サーバへ接続し、データ連携を行う対象ファイルを選択します。 

フォーマットファイル オン 

設定情報ファイル オン 

発行履歴ファイル オフ 

ログファイル オフ 
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周辺機器接続設定 

メニュー 詳細 初期値 

Bluetooth 機器に接続 Bluetooth 機器連携機能のオン/オフを設定します。 

オン 

Bluetooth 機器連携機能を有効にします。 

オフ 

Bluetooth 機器連携機能を無効にします。 

オン 

Bluetooth 機器を選択 Bluetooth 機器の検索・ペアリングと、接続先の選択

を行います。 

－ 

[接続]  

バックグラウンド接続

を許可 

e-Labe Print がバックグラウンドに遷移時、Bluetooth

接続を維持するかどうかを設定します。 

オン 

接続を維持します。 

オフ 

切断します。 

オン 

[発行画面設定]  

データ受信時に即時発

行 

発行画面で Bluetooth 機器からデータ受信後、そのま

まラベル発行するかどうかを設定します。 

オン 

データ受信と同時にラベル発行します。 

オフ 

ラベル発行しません（データ更新のみ） 

オン 

データ入力フィールド

を表示 

Bluetooth 機器のデータの受信項目に設定した入力項

目を発行画面上に表示するかどうかを設定します。 

オン 

発行画面に入力項目を表示します。 

オフ 

発行画面に入力項目を表示しません。 

オフ 

フィールド名を変更 Bluetooth 機器のデータを受信する項目名を入力しま

す。e-Labe Designer で作成したオブジェクト名を指

定してください。 

(INP-DEV) 

[受信設定] ※設定変更時、データの受信テストを必ず行ってください。  

文字セット 受信したデータの文字コードを選択します。 UTF-8 
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スタートコード(16 進

数) 

データ受信を開始する文字列を 16 進数で指定します。 

例）[STX] ⇒ 「02」 

－ 

ストップコード(16 進

数) 

データ受信を終了する文字列を 16 進数で指定します。 

例）[ETX] ⇒ 「03」 

－ 

受信タイムアウト(ミ

リ秒) 

データ受信を開始してから終了するまでの時間を 0～

60000 ミリ秒の間で設定します。 

300 
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トラブルシューティング 

コピーしたフォーマットファイルが、 （フォーマットファイル選択）をタップしても出てこない。 

フォーマットファイルを正しいフォルダにコピーしましたか？ 

・ フォーマットファイルは必ず「内部共有ストレージ」＞「SATO」＞「FormatFiles」フォルダ

にコピーしてください。他のフォルダにコピーすると、e-Labe Print で読み込めません。 

プロジェクトファイルをコピーしていませんか？ 

・ プロジェクトファイル（「P」マークのアイコン）は e-Labe Print で読み込めません。フォーマ

ットファイルは「F」マークのアイコンで拡張子「.sefmtz」または「.pefmtz」のファイルです。 

 

 

ラベルが発行されない。 

FX3-LXの LED インジケータが青に点灯していますか？ 

・ 消灯している。 

FX3-LX はオフライン状態です。オンラインに切り替わるまでラベルは発行されません。Sato

コントロールバーで［オンライン］をタップして、オンライン状態に切替えます。詳しくは、

FX3-LX の取扱説明書をご覧ください。 

・ 赤に点灯している。 

FX3-LX でエラーが発生しています。画面の指示に従って、エラーを解除してください。詳しく

は、FX3-LX の取扱説明書をご覧ください。 

 

[SATO Control 条件表示][SATO Control のショートカット表示]の設定をオンにすると「SATO Control

が表示設定に対応しているバージョンではありません。」とエラーになる。 

 

 

 

SATO Control のバージョンは Ver.1.1.0 以上ですか？ 
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SATO Control が非対応のバージョンの場合エラーチェックが掛かります。 

この機能を使用するには SATO Control のバージョンアップが必要です。販売店にご連絡

ください。 

 

[SATO Control 表示条件]をオンにしているにも関わらず、指定した枚数に満たなくても SATO Control が

表示される。 

SATO Control の設定は[マニュアル]になっていますか？ 

・ SATO Controlの表示条件機能は SATO Control側の設定が[マニュアル]である必要があり

ます。[常に表示]や[イベント表示]では正しく動作しません。 

FX3-LX のホームボタンを押し、[ SATO Settings]＞[ Sato Control]＞[表示]を

タップし、設定を確認してください。 

 

データ更新時にエラーが発生する。 

エラー①：サーバーの接続リクエストは拒否されました。 

・ ログイン ID やパスワードに誤りはありませんか？接続設定を確認してください。 

エラー②：ネットワークに接続されていません。 

・ IP アドレスやプロキシ設定などネットワークの設定は正しいですか？ 

・ ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？ 
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